
ＪＲ四国の設計業務について

○設計業務の現状

新ホールの附帯施設である新駅については、新ホール見直しの検討を進めて

いることから、昨年８月にＪＲ四国と締結した施行協定に基づく新駅詳細設計

業務を、出来高に応じ精算（業務を一旦終了）。

※１ 精算額 約２１８万円

※２ 新ホール見直しの結果、新駅設計業務の再開となった場合は、当該成果

を引き継ぐ

令和５年９月定例会（事前）

県土整備委員会資料（その３）

県土整備部


